
1．　は　じ　め　に

　近年，循環経済1）（以下，CE）への注目が高
まっている。CE とは，修復的なモノやデザイ
ンを通じて豊かな持続可能性の実現を目指す
産業経済のことである（Ghisellini, Cialani & 

Ulgiati, 2016）。その例として，リサイクルやエ
ネルギー回収が挙げられる。わが国においても，
環境省と経団連主導のもと，官民連携による
「循環経済パートナーシップ」が立ち上げられ，
CE の取組は推進されている（環境省，2021）。
従来より，産業廃棄物の削減・回収は取り組む
べき課題であったが，現在世界的に SDGs が
推進され，その必要性はより強まっている。
SDGs とは，持続可能な開発のための17の国際
目標のことである（外務省，2022）。SDGs は，
2001年に策定されたミレニアム開発目標
（MDGs）の後継として，2015年 9 月の国連サ
ミットにおいて加盟国の全会一致で採択された
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に
記載された。地球上の「誰一人取り残さない
（leave no one behind）」ことを誓っている。17
のゴール・169のターゲットによって構成され
ており，2030年までの達成を目標としている。
17のゴール2）は，貧困や飢餓，教育格差の改善，
エネルギーや資源の有効活用，働き方改善，不
平等の解消，地球環境や気候変動への対応など，
世界が直面する差し迫った重要な課題を示して
いる。環境に対する配慮と経済活動を両立する
持続可能な社会を目指す上で，わが国のみなら

ず世界において CE への関心は高まっている。
　このような文脈において，循環型サプライ
チェーン・マネジメント3）（以下，CSCM）は
CE の達成に必要となってくる。CSCM とは，
サプライチェーンとそれを取り巻くエコシステ
ムのあらゆる側面に循環型思考を統合すること
（Farooque, Zhang, Thürer, Qu & Huisingh, 

2019）を指す。CSCM が必要とされる背景は，
CE と同じく，環境に対する配慮と経済活動の
両立である。環境などに関連する世界的に緊急
の課題に対応するために，CSCM の実施が迫
られている状況がある。
　一方で，最新の技術革新が CSCM の実践・
普及を可能にしている側面もある。CSCM の
実践・普及を可能にする最新の技術革新には
AI や IoT，3D プリント技術などが挙げられる。
今後もより一層このような最新の技術革新に
よって，CSCM の実現は達成され，経済活動
を支えていくであろう。CSCM は注目を集め
始めたばかりの研究課題であり，関連する先行
研究はまだ限られている。したがって，本稿の
目的は，CSCM に関連する先行研究を整理し，
マーケティング的視点から CSCM の促進要因
を明らかにすることである。
　本稿は，以下のように構成されている。まず，
CSCM の定義を確認する。次に，CSCM の促
進要因に関連する先行研究を整理する。最後に，
CSCM の促進要因と今後求められる研究課題
について議論する。

2．　CSCM の定義

　Chen, Chen, Jiang & Yan（2021）は，CSCM
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を，サプライチェーンとそれを取り巻くエコシス
テムのあらゆる側面に循環型思考を統合するこ
と（Farooque, Zhang, Thürer, Qu & Huisingh, 

2019）と定義している。
　CSCM によって実施されるビジネスの具体
例には，食品廃棄物がメタン生成により持続可
能な燃料や肥料になることが挙げられる。また，
リサイクルされたペットボトルを，衣類などの
繊維に活用することだけでなく，軽量セメント
に使用して断熱性の向上に役立てることも含ま
れる。これらのビジネスには，売り手と買い手
にとどまらず，政府や非政府組織，競合他社な
ど，多くのステークホルダーの連携や調整が求
められる。加えて，各ステークホルダーにおい
て，CE の達成という目標を浸透させることも
必要となる。そのビジネスの実現そして成果を
出すことは，非常に困難となる。
　CSCM は，サプライチェーンのメンバーが
サプライチェーン内に CE の概念を組み込む活
動を行うことで，サプライチェーンのライフサ
イクルにおいて資源の循環を実現するための革
新的なビジネスモデルや関連するサプライ
チェーン機能を開発するまでの一連のプロセス
（Wang, Luo, Zhang, Tian & Li, 2020）としても
捉えられる。CSCM は，製品を廃棄するので
はなく，循環させ再製造するなどのアプローチ
を適用することで，製品ライフサイクル全体を
通して，無駄のない資源利用の強化を目指して
おり（Lieder & Rashid, 2016），CE 研究にお
いて，非常に重要な役割を担っている（Dubey, 

Gunasekaran, Childe, Papadopoulos & Helo, 

2018）。

3．　CSCM の促進要因

3．1　3D プリントの導入

　近年，サプライチェーン・マネジメントに
おいても3D プリント技術が注目されている。
Xiong, Lu, Li, Xia, Wang & Xu（2022）は，詳

細なインタビュー調査を実施し，物流サプライ
ヤーによる3D プリントの導入がスペアパーツ
のアフターセールス市場における循環型サプラ
イチェーンにどのような影響を与えるかを調査
している。この研究は，非メーカーによる3D

プリント導入が循環型サプライチェーンにどの
ような影響を与えるかを調査した初期の研究の
一つである。研究者たちは，調査・分析の結果，
3D プリントのコスト削減が必ずしも物流サプ
ライヤーに利益をもたらすとは限らないことを
主張している。そして，3D プリントに関わる
スペアパーツのコスト削減は，特にそのコスト
が大幅に高い場合，常に物流サプライヤーの収
益性に正の影響を与えることができないと示唆
している。高コスト製品の物流サプライヤーに
よる3D プリントの採用は，伝統的なメーカー
がより多くの利益を生み出し得ることを確認し
ている。したがって，高コスト製品（例えば，
高級ジュエリーや時計の一部）については，伝
統的なメーカーは，製品競争のために物流サプ
ライヤーが3D プリントのスペアパーツを提供
することを歓迎すべきとしている。
　さらに，研究者たちは，物流サプライヤーが
高コスト製品への3D プリント採用を戦略的に
有益な脅威として利用し，伝統的メーカーの価
格決定を妨害できることも主張している。最後
に，3D プリントに関連するスペアパーツの生
産コストが低い場合，物流サプライヤーによる
3D プリント採用により，消費者は低価格競争
からより良い余剰を得られることを示している。
したがって，物流サプライヤーと伝統的メー
カーは，CSCM における新しい3D プリントの
採用やその採用方法をより具体的に検討する必
要があると言える。彼らの研究は，非メーカー
である物流サプライヤーが3D プリントを採用
することでサプライチェーンを循環型へ変革し，
その効果を詳細に検討している点で，理論的の
みならず，実務的にも非常に有益な示唆に富ん
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でいる研究成果と言える。

3．2　ブロックチェーンの導入

　次に，CSCM におけるブロックチェーン技術
を考慮している研究が存在する（Huang, Zhen, 

Wang & Zhang, 2022; Paul, Islam, Mondal & 

Rakshit, 2022）。ブロックチェーン技術に関連
する既存研究では，金融機関における暗号通貨
の適用と技術の受容に焦点が当てられているも
のが多い（Breidbach & Tana, 2021; Li, Naqvi, 

Rizvi & Chang, 2021）。今後，CSCM の議論に
おいても，ブロックチェーン技術の導入は推進
されていくと想定される。そして，CSCM に
おけるブロックチェーン技術の実装は，複雑な
プロセスと目標を伴う新たなトピックと言える。
　Huang, Zhen, Wang & Zhang（2022）は，ブ
ロックチェーン技術を活用した CSCM の主要
なフェーズを反映したフレームワークを開発し
ている（図 1 参照）。CSCM にブロックチェー
ン技術を活用するために，リーダーシップや協
働などの要素を考慮している。そして，研究者
たちは，CSCM のためのブロックチェーン実
装に重要な成功要因を検証している。彼らは，

AHP 分析と DEMATEL 法を組み合わせた手法
を採用し，成功要因の優先順位と関連性を探索
している。AHP 分析の結果，技術力や，技術
成熟度，技術実現性など，技術に関連する成功
要因が CSCM において重要な役割を果たすこ
とを明らかにしている。さらに，DEMATEL

分析の結果より，知識トレーニングやデータセ
キュリティは，他の要因に影響を与える本質的
な要因として見なされるべきであると示唆して
いる。
　加えて，ブロックチェーン技術を活用したよ
り実践的な CSCM のモデルを探索している研究
もある。Paul, Islam, Mondal & Rakshit（2022）
は，ブロックチェーン主導の循環型サプライ
チェーンのパフォーマンスに関して議論してい
る研究の不足を指摘し，CSCM におけるブロッ
クチェーン技術の利用について調査している少
ない研究の一つである。彼らは，B2B 市場に
おける茶産業ネットワークのための RFID を統
合したブロックチェーン駆動型の循環型サプラ
イチェーン実践モデルというシステムアーキテ
クチャを定式化している。そして，ブロック
チェーン技術が茶葉生産者や，茶葉加工業者，

出所：Huang et al.（2022）より筆者作成。
図 1　CSCM のためのブロックチェーン実装の統合的なフレームワーク
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茶葉ブランド企業間における最良の透明性とト
レーサビリティをどのようにサポートするかを
明らかにし，茶葉サプライチェーンの CE に関
する研究に貢献している。彼らが提示したモデ
ルは，買い手と供給者の関係における循環型サ
プライチェーンのプレイヤー間で受け取られる
利点を明示している。また，この研究は，在庫
パフォーマンスや，リソース使用，業界のプロ
セスに関するより深い理解を提供している。さ
らに，B2B 茶業界の企業がサプライチェーン
のパフォーマンスに影響を与える要因を理解す
ることに役立つ研究成果と言える。

3．3　研究開発への投資

　次に，CSCM の促進において研究開発への
投資も重要となる。Chen, Chen, Jiang & Yan

（2021）は，新興国における CSCM 導入の改善
方法についての理解を深めるため，中国のハイ
テク製造業企業の研究開発強度と CSCM 導入
の関係を調査している初期の研究の一つである。
研究開発強度とは，売上高に対する研究開発費
の比率を示す。彼らの研究は，政府による規制
圧力や，業界競争による模倣圧力，海外顧客需
要による規範圧力からなる 3つの制度的圧力の
調整効果に着目しており，制度論の観点からそ
の効果を検証している。
　彼らは，2006年から2019年までの中国上場企
業310社のパネルデータを用いて，研究開発強
度が企業の CSCM 導入に正の影響を与えるこ
とを明らかにしている。さらに，この正の効果
は国有株比率や産業競争度が高い場合に強化さ
れると主張している。一方で，海外営業利益は，
研究開発強度と CSCM 導入との関係性に対し
て影響を与えないことを示している。この結果
について，彼らは，国内消費者がグリーンコン
シューマリズムと CE 原則を受け入れ始めたた
めと解釈しており，国内の消費者や企業を主な
顧客とするメーカーにとって，国内のステーク

ホルダーのより高い環境ニーズを満たし，起こ
りうる処罰を避けるために，環境パフォーマン
スを継続的に改善する CSCM の採用は引き続
き必要となることを示唆している。
　最終的に，調査の結果，ブロックチェーン技
術や IoTなどに関する研究開発活動への投資は，
財務的なパフォーマンスを損なわずに環境パ
フォーマンスをさらに向上させる CSCM 採用
のイネーブラーとなるため，新興国の政策立案
者は適切な政策を策定し，企業の研究開発活動
への投資を継続的に促進すべきであると主張し
ている。

3．4　協働の影響

　ビジネスモデルとの関連性から，CSCM に
おける協働の関係性を調査している研究も存在
する。Aarikka-Stenroos, Chiaroni, Kaipainen & 

Urbinati（2022）は，循環型ビジネスモデルに
関する研究が進む一方で，循環型ビジネスモデ
ルと CSCM との関連性はあまり研究されてい
ないことを指摘している。その上で，研究者た
ちは，企業の循環型ビジネスモデルにおけるサ
プライチェーンの協働の役割に焦点を当ててい
る。彼らは，循環型ビジネスモデルと CSCM

の文献から得た知識を統合し，イタリアとフィ
ンランドの企業 6社を対象とした定性的な複数
事例研究を実施し，サプライチェーンの協働が
いかに循環型ビジネスモデルの実施を可能にす
るかを分析している。その結果，新たな概念的
枠組や，サプライチェーンにおける協働が企業
の循環型ビジネスモデル設計・実施をどのよう
にサポートするか，およびミクロ，メゾ，マク
ロレベルにおける 7つのテーマ別でマネジメン
トの側面からなる研究課題を提示している。彼
らが提案するフレームワークは，多くの研究者
に概念的なガイダンスを，実務家には実用的な
ガイダンスを提供している。
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3．5　環境に配慮した取組による取引への影響

　先行研究では，B2B 取引における環境へ配
慮した取組の影響についても議論されている。
Quintana-García, Benavides-Chicón & Marchante-

Lara（2021）は，環境に配慮したサプライ
チェーン・マネジメントを志向する戦略がコー
ポレート・レピュテーションに与える影響を調
査している。研究者たちは，欧州の製造業を対
象とした10年間のパネルデータを用いて，一連
の仮説を検証している。その結果，環境基準に
基づくサプライヤーの選択や，モニタリング，
パートナーシップの解消がコーポレート・レ
ピュテーションに正の影響を与えるという前提
を強く支持する結果を得ている。さらに，環境
に配慮した持続可能で統合的なサプライチェー
ン・マネジメントの採用を推進することは，
コーポレート・レピュテーションに利益をもた
らし，加えて，コーポレート・レピュテーショ
ンの向上を通じて競争優位性の改善に役立つと
示唆している。
　また，サプライヤー選択の決定において，経
営者は，価格や，品質，納期などの従来の基準
を超えて環境要因を考慮する必要があると主張
している。サプライヤーの選定プロセス後に，
継続的にサプライヤーを監視し，サプライヤー
がどの程度，環境に配慮した行動をとっている
かを検証・評価し，パートナーシップの継続・
解消を判断することが，レピュテーション・リ
スクを軽減することへ貢献するとしている。
　環境に配慮した取組の重要性を主張している
研究がある一方，慎重にその効果を検証すべき
と主張する研究もある。Yu, Tao, Wang & Yang

（2022）は，B2B 取引を対象とした購入の意思
決定における環境配慮的な価値観4）の役割につ
いて検討している。そして，B2B 購買担当者
の環境配慮的な価値観が，購入候補の評価にお
いて，自然環境にもたらされる悪影響の重みを
増加させるかどうかを検証している。その結果，

B2B 購買担当者の環境配慮的な価値観と，購
入候補の評価における自然環境への特定の害の
重みの間に有意な関係は見られなかった。すな
わち，環境配慮的な価値観は，B2B 購買担当
者による購入の意思決定に直接的な影響を与え
ないことが発見されている。
　彼らの研究結果は，B2C 取引の文脈におけ
る環境配慮的な価値観は消費者による購買を促
進するという知見が，B2B 取引の文脈には十
分に適用できないことを示唆している。すなわ
ち，B2B 取引において，購買担当者は，自然
環境へもたらされる悪影響よりもコストや効率
性を重視する性質が強い可能性がある。一方で，
環境配慮的な価値観の効果は，購買経験の豊富
な B2B 購買担当者において顕著であることも
明らかにされている。これらの研究結果を受け
て，研究者たちは，組織は環境配慮的な価値観
と購買経験の両方が高い B2B 購買担当者を採
用すべきであるなど，実務的なインプリケー
ションを提示している。彼らの研究は，B2B

取引において環境に配慮した取組の効果は非常
に複雑であることを示唆しており，当該研究分
野へより深い洞察を与えている。

3．6　消費者を含めた要因

　最後に，消費者の影響なども含めた CSCM

の促進要因について検討している研究を挙げる。
Yan, Liu, Lim, Lin & Wei（2022）は，AI や IoT

などの最新技術を用いて物流効率を高めている
スマートロジスティクス・エコロジーチェーン
（以下，SLEC）は循環型サプライチェーンの実
現5）（以下，CSCI）を促進する要因であるとい
う視点を持っている。そこで，研究者たちは，
サプライヤーや顧客，技術サポートなどから構
成される SLEC の構造を提示している（図 2
参照）。
　次に，SLEC において CSCI に影響を与える
要因を調査している。彼らは， 4つの事例研究
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を行い，CSCI に影響を与える 5 つの要因が，
需給マッチングや，スマート資産投資，マルチ
シナリオ・サービス能力，SLEC の相互作用，
個人化された需要であることを特定している。
複数の事例分析を行った結果，スマート資産投
資や，マルチシナリオ・サービス能力，SLEC

の相互作用の要因は，需給マッチングに正の効
果をもたらし，それが CSCI を積極的に促進す
ることが示されている。一方，個人化された需
要が需給マッチングに与える効果は，時間とと
もに負から正に変化することが明らかになって
いる。しかしながら，彼らは，個人化された需
要は CSCI に直接的に負の影響を与えている，
と主張している。また，スマート資産投資と
SLEC の相互作用は，需給マッチングの仲介的
役割に依存するだけでなく，消費者の CSCI へ
の参加意欲を高め，SLEC のオペレーション効
率を向上させることを通じて，CSCI に直接正

の影響を与えるとしている。

4．　結　　　　　論

　本稿は，CSCMに関連する先行研究を整理し，
マーケティング的視点から CSCM の促進要因
を検討した。本稿は，CSCM の主な促進要因
として，3D プリント技術やブロックチェーン
技術の導入，研究開発への投資，協働，環境に
配慮した取組，消費者を含む複合的な要因を明
らかにした。その上で，今後求められるであろ
ういくつかの研究課題を以下に提示する。
　一つ目は，関係性の管理方法である。CSCM

を促進し，実践していくためには，各ステーク
ホルダーの複雑な関係性を管理することは必須
となる。それは売り手と買い手の関係性にとど
まらず，広範囲にわたる関係性の調整や，ネッ
トワークの構築が求められると推察される。こ
の関係性の管理に関する研究がより一層必要と

出所：Yan et al.（2022）より筆者作成。
図 2　スマートロジスティクス・エコロジーチェーンの構造
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なるであろう。
　二つ目は，環境へ配慮した取組と取引の関係
性である。先行研究においても，両者の関係性は
議論されていたが（Quintana-García, Benavides- 

Chicón & Marchante-Lara, 2021; Yu, Tao, Wang 

& Yang, 2022），さらなる議論が必要である。
コストや効率を重視する B2B 取引の性質を考
慮すると，環境へ配慮する CSCM を推進して
いくことへジレンマを抱える企業も多く出現す
るため，非常に難しい課題と言えるであろう。
したがって，わが国においても，環境へ配慮し
た取組と利益の確保を両立させることを目指し，
そのバランスを保ちながらビジネスを成立させ
ていく方策が検討されるべきである。
　三つ目は，消費者への着目である。CSCM

は B2B 取引における研究課題と認識されるこ
とが多いが，サプライチェーンの先には消費者
が存在している。現代の消費者による SDGs

やエシカル消費6）に対する関心の高まりからも
推察されるように，環境などに関連する差し
迫った世界的な課題への注目度は増している。
このような潮流からも，消費者は企業の動向に
も敏感と言える。先行研究でも消費者の要因を
含めその重要性を検討していた（Yan, Liu, Lim, 

Lin & Wei, 2022）。したがって，わが国におい
ても消費者がどのように企業の取組を評価し，
そのことが購買行動へ影響するかどうかという
議論も今後求められるであろう。
　四つ目は，政府による支援の影響である。上
述のように，広範囲の関係性を管理し，複雑な
ネットワークを構築していくためには，政府に
よる支援は不可欠となるであろう。加えて，政
府の指針は消費者の購買行動へ大きな影響を
与える。これらのことより，わが国における
CSCM の促進に対する政府による支援の影響
は検証されるべきである。CSCM 研究はまだ
緒についたばかりであり，上述の通り，多くの
研究課題が存在する。今後，わが国においても，

多様な視点から行われる経験的な研究や実証研
究がますます要請されるであろう。

注

1） Circular Economy を循環経済と翻訳している。
2） 17のゴールは，社会，経済，環境という 3 つの
側面から設定されている。具体的には，社会面の
開発アジェンダ（貧困や飢餓，教育など），持続可
能な形で経済成長を目指す経済アジェンダ（エネ
ルギーや資源の有効活用，働き方の改善，不平等
の解消など），環境アジェンダ（地球環境や気候変
動への世界的な対応）であり，これら 3 つの側面
からの統合的なアプローチが求められる。
3） Circular Supply Chain Management を循環型サ
プライチェーン・マネジメントと翻訳している。
4） Pro-environmental Values を環境配慮的な価値観
と翻訳している。
5） Circular Supply Chain Implementation を循環型
サプライチェーンの実現と翻訳している。
6） 消費者庁（2017）では，エシカル消費とは，倫
理的消費とも言われ，その定義は，「消費者それぞ
れが各自にとっての社会的課題の解決を考慮したり，
そうした課題に取り組む事業者を応援しながら消
費活動を行うこと」である。SDGs に関連する取
組とみなされており，SDGs で掲げられている17
のゴールのうち，特にゴール12「つくる責任　つ
かう責任」との関連が強い。
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